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1． はじめに 

 紀伊半島～四国の沖合にある南海トラフで発生する巨大地震は M(マグニチュード)8～9 クラスであ

り，今後 30年以内の発生確率は 60-70％と想定されている(地震調査研究推進本部，2013)．この地震

が発生した場合は大きな災害をもたらすと考えられるので，早期に観測網を整備して，南海トラフで

発生する巨大地震の予測精度の向上を図る必要がある．過去に南海トラフで発生した巨大地震である

東南海・南海地震前後の地下水変化や地殻変動の報告と最新の地震予測モデルに基づいて，産業技術

総合研究所は，多機能の地下水等総合観測点の整備を開始し(小泉・他，2009)，2013 年までに 16 地

点の整備を終えた． 

地下構造調査は，観測点完成後の観測や解析における基本的な要素となる孔井周辺の広域的な地下

構造に関する情報を取得することを目的とした．調査手法は反射法地震探査あるいはハイドロフォン

VSP を採用した．反射法地震探査は 12 地点，ハイドロフォン VSP は 6 地点で実施した(2 つの地点で両

手法)．本資料はこれらのうちで反射法地震探査の仕様・結果について簡易的に取りまとめたものであ

る．2章では地下水等総合観測点の位置，3章では反射法地震探査の調査諸元とデータ処理内容，4章

では各観測点での反射法地震探査結果を掲示する．  
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2． 地下水等総合観測点の位置 

 産総研が整備した16の地下水等総合観測点の位置を図1に示す．反射法地震探査を実施した地点は，

西から東に，西予宇和，松山南江戸，新居浜黒島，高知五台山，室戸岬，阿南桑野，田辺本宮，串本

津荷，熊野磯崎，紀北海山，松坂飯高，津安濃の 12 地点である．これら 12 地点の周辺の地質概要と

検層資料は参考文献を参照されたい．  

 

図 1 地下水等総合観測点の位置図 赤丸が反射法地震探査を実施した地点 

 

3． 調査測線・調査諸元・データ処理 

反射法地震探査の調査測線は，観測点近傍を通り周辺の地質構造の走向に直交する方向を基準とし

公道沿いに配置した(山口・他，2009)．調査諸元等を表 1に示す．調査諸元は，観測坑井深度 600m に

見合った測線長，測点間隔，オフセット，震源装置とした．データは図 2に示す通常の CMP 重合法を

適用した．データ品質に合わせて適宜処理メニュを変更した． 

 

4． 各観測点の地下構造調査結果 

各観測点の地下構造調査測線図，CMP 重合時間断面，マイグレーション時間断面，深度断面を図 3

～図 64 に示す．記載する順序は，地下構造調査を実施した年月順とする．  
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表 1 反射法地震探査の調査諸元 
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図 2 データ処理フロー  
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図 3 田辺本宮観測点周辺の地下構造調査 測線図  



 図 4 田辺本宮観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 



図 5 田辺本宮観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 6 田辺本宮観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 7 熊野磯崎観測点周辺の地下構造調査 測線図  



図 8 熊野磯崎観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 9 熊野磯崎観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 10 熊野磯崎観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 11 松阪飯高観測点周辺の地下構造調査 測線図  



図 12 松阪飯高観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 13 松阪飯高観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 14 松阪飯高観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 15 紀北海山観測点周辺の地下構造調査 測線図  



図 16 紀北海山観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 17 紀北海山観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 18 紀北海山観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 19 西予宇和観測点周辺の地下構造調査 測線図  



図 20 西予宇和観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 21 西予宇和観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 22 西予宇和観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 23 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 測線図  



図 24 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 測線 C1  



図 25 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 測線 C1  



図 26 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 深度断面 測線 C1 

 



図 27 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 測線 C2  



図 28 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 測線 C2  



図 29 松山南江戸観測点周辺の地下構造調査 深度断面 測線 C2  



図 30 高知五台山観測点周辺の地下構造調査 測線図 基図は国土地理院発行 1:25,000 地形図「高知」



図 31 高知五台山観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 32 高知五台山観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 33 高知五台山観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 34 室戸岬観測点周辺の地下構造調査 測線図 基図は国土地理院発行 1:25,000 地形図「室戸岬」



図 35 室戸岬観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 36 室戸岬観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 37 室戸岬観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 38 阿南桑野観測点周辺の地下構造調査 測線図 基図は国土地理院発行 1:25,000 地形図「馬場」 



図 39 阿南桑野観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面  



図 40 阿南桑野観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 41 阿南桑野観測点周辺の地下構造調査 深度断面  



図 42 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 測線図 基図は国土地理院発行 1:25,000 地形図「古座」 



図 43 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 測線 K(震源は油圧インパクタ) 



図 44 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 測線 K(震源は油圧インパクタ)



図 45 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 深度断面 測線 K(震源は油圧インパクタ)  



図 46 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 測線 K2(震源はミニバイブ) 



図 47 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 測線 K2(震源はミニバイブ) 



図 48 串本津荷観測点周辺の地下構造調査 深度断面 測線 K2(震源はミニバイブ)  



図 49 津安濃観測点周辺の地下構造調査 測線図 (震源はミニバイブ) 基図は津市地形図(縮尺 1:2500) 

 



 図 50 津安濃観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 (震源はミニバイブ) 

 

  



図 51 津安濃観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 (震源はミニバイブ) 

  



図 52 津安濃観測点周辺の地下構造調査 深度断面 (震源はミニバイブ) 

  



図 53 津安濃観測点周辺の地下構造調査 測線図 測線 Q1(震源はエンビロバイブ)  



図 54 津安濃観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 測線 Q1(震源はエンビロバイブ) 



図 55 津安濃観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 測線 Q1(震源はエンビロバイブ)



図 56 津安濃観測点周辺の地下構造調査 深度断面 測線 Q1(震源はエンビロバイブ)  



図 57 津安濃観測点周辺の地下構造調査 測線図 測線 Q2(震源は油圧インパクタ)  



図 58 津安濃観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面 測線 Q2(震源は油圧インパクタ) 



図 59 津安濃観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面 測線 Q2(震源は油圧インパクタ)



図 60 津安濃観測点周辺の地下構造調査 深度断面 測線 Q2(震源は油圧インパクタ)  



図 61 新居浜黒島観測点周辺の地下構造調査 測線図 



図 62 新居浜黒島観測点周辺の地下構造調査 CMP 重合時間断面   



図 63 新居浜黒島観測点周辺の地下構造調査 マイグレーション時間断面  



図 64 新居浜黒島観測点周辺の地下構造調査 深度断面 


